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舞踊における芸術と芸能

石 井か ほる ・吉川周平
合 田成男 ・高橋 秀雄(司 会)

高橋秀雄:

芸術 と芸能 というテーマは問題になるというこ

とがいろいろある。そ もそ も芸術 とは何かという

ことは,そ の昔から芸術論争が華やかにされてい

る。古 くいえば森鴎外,坪 内迫遙の没理想論争が

あったり,戦 後特にはやっているものにいわゆる

ポルノ論争があ り,ピ カソの作品に始 まり,武 智

徹二の 『白い雪』,大 島渚の 『愛のコリーダ』,さ

らにはおもしろ半分で野坂昭如の 『四畳半襖の下

張 り』が狼褻論争で裁判になった。それと同時に

芸能界においても,芸 術 と芸能 とは何かという問

題がかなり行われてお り,芸 術に対する論争は非

常に多い。一方芸能とは何かということに関して

は,あ まり問題にされないうちに芸能 という言葉

が一人歩きをして,こ の頃では役者で もなければ

歌手でもないものは,み んな芸能人 とか芸能 タレ

ン トという名で総称 していれば全部すんで しまう。

非常に芸能という言葉は曖昧である。折口信夫先

生が芸能学会をお作 りにな り,今 でも雑誌 「芸能」

というのが出ているが,そ の内容を見ても非常に

雑多なものが入っている。いったい芸能 とは何か。

折口先生の 『日本芸能史六講』などを中心として

中国から入った芸能という言葉の意味,そ れは戦

争中から始まった学校教育の芸能科という言葉に

つながっている。もう一つは,折 口先生のいう芸

術 になる以前のつまり演芸 という形のものを芸能

だとする見方 と,二 つの大 きな見方がある。それ

はやがて池田彌三郎先生につながり,細 か く折口

先生のあとを受け継いだ形で展開している。

今日の発言者は一方は学者,一 方は体で芸術か

芸能かを表現する方,も う一方はペ ンで人を生か

したり殺 したりする名人,三 人三様の方にお集ま

りいただいた。

吉川周平:

わたしの立場は日本の伝統舞踊における芸術 と

芸能 ということになると思うが,い わゆる民族芸

能の舞踊の方の弁護 をさせていただきたい。

池田彌三郎先生は 「芸能復興」という雑誌18号

(昭和33年4月)の,「 芸能研究の 目的」 という

論文の中で,芸 能というのは美学の対象ではない,

そういうような気負いを持たなくてよい,と 書い

ておられるが,私 は民族芸能を見ても美を感 じる。

見て面白くないとか単純素朴であるととらえられ

がちなのは残念だ。本田安次先生は,あ る民族芸

能を見る時それが作 られた時代の感覚で見よ,そ

れが面白かった時代がいつかということを絶えず

考えた方がよいとおっしゃった。私 もやは りそれ

ぞれの時代 に内容 とか形式に新 しく生み出された

ものがあると思う。民族芸能は一般的に素人が演

じているわけだが,も ともとは職業的に芸能をし

ていたものが多いわけだから,よ く見ると単純 と

いうわけではな く非常に計算されて洗練されたも

のもある○

芸術 と芸能について,『芸能辞典』の 「芸能」

の項で飯塚友一郎先生が書いていることを次に紹

介 しておきたい。まず,「 芸能」という言葉が中

国で古 くから使われ,六 芸といわれる礼,楽,射,

御,書,数,礼 儀作法,歌 舞,演 劇,弓 術,場 術,

学問,算 術 という六種の芸,立 派な人が身につけ

るべ き必修科目を最初に芸能といったのだといい,

「芸術」 とい う言葉 ももとはほ とん ど同 じ概念

だったという。『芸能辞典』が発行 されたのは昭

和26年 の3月 だが,そ の当時の時点で芸能 と芸術

とは3つ の点で語感が違っているという。 まず,

芸能の方は,我 々が主体的に身に習得 した技能だ

とか身だ しなみということに重点をおいていて,

芸術 はむ しろ客観的に我々が鑑賞する作品の方の

意味が強 くなる。2番 目に,芸能は芸術よりずっと

ゆるやかに講談,落 語,漫 才,曲 芸の類の雑演芸

から素人芸 まで含むのに対 して,芸 術は美学が定

義する激しい範躊があ り民衆娯楽や大衆演芸など

が芸術 と呼べるかどうか問題とされると述べてお

られる。3番 目に,芸 能は芸術 よりむ しろ狭 く,

訓練や技術 を除いて,演 劇,舞 踊,音 楽をはじめ

話術,奇 術などすべて芸能人が身をもって演ずる

芸目,つ まり,作 品が消えて残らないものに限ら

れるという。また,芸 術の方は西洋風の精練純化

されたものと書かれている。

また重要なことだが,先 生は芸能は粗野狼雑な

ものという概念をもっているといい,芸 能は庶民

の生活から自ず と生 まれた芸であ り,「芸が身を助

ける」とか 「無芸大食」 とかのそれである,と

おっしゃっている。わたしも芸術 と芸能の大きな

違いはそれでいいのではないかと思 う。

そういう観点からすると日本の伝統舞踊 という

のは古典舞踊と民俗舞踊に分かれる。古典舞踊に

属するのは舞楽,能 楽,歌 舞伎の舞踊,上 方舞,

日本舞踊,沖 縄のお冠船踊 りがその中に入るので

はないか。民俗舞踊の方は宮中や大社寺で伝承さ
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れている舞楽の他いろいろな地方にある舞楽だと

か, あるいは延年の舞, 田楽の能, 田楽躍, 田遊

び, 田嘩子, 神楽, 獅子舞, 踊 り念仏, 地方 に

残っている能郷の能などの能, 幸若舞, 風流踊 り, 

盆踊 り, 初期の歌舞伎踊 りに属するような踊 り, 

太鼓踊 り, 鹿踊 り, 剣舞, 沖縄のいわゆる宮廷で

ないところで踊られたものとかがある。

今 日のシンポジウムの趣旨では最近芸術の方面

と芸能の方面が歩み寄っているという話だが, 私

はあえて歩み寄 らない方をまず述べたい。そうい

うふたつのものを比べた場合に, 芸術的なものと
いうのは純化 しているが, 芸能は総合的なものと

された りもするが, むしろ未分化の状態のもので

ある。芸能は, 宗教的, 季節的束縛があった り, 

行 う人の年齢, 性別, そこの家でないとできない, 

とかいろいろな制約がある ということが特色 に

なっている。芸術的なものを創 り出し維持するた

めには, 職業的に芸能をするということが必要に

なると思 うが, 芸能の方の舞踊は, : 職業的には芸

能 を行わない人が, ある祭 りに神に奉仕するか支

配者に奉仕するかは別として, 自身のもっている

初期の意味での芸能, 才芸というものを見せると

いうところに意味がある。観客に見せるために演

じているものを, その場にいる他の人も見るとい

う形なのである。例 えば田楽の順の舞で, 演者た

ちが次々に演 じてい くようなものはそういった形

式によっているのではないか。次に場所のことを

考えると, 芸能は祭 りの場所で行われ, 庭などと

いった舞台でない所, 芸能をおこなう専門の場所

ではない所で演 じられることが多い。それに対 し

て, 舞楽 とか能は専用の舞台がある。そ して, 行

う対象は, 芸術は観客であるが, 芸能の方は神仏

あるいは支配者であることが多い。芸術は専業の

職業的な人が行 うわけだから技法は複雑になるが, 

民俗芸能は素人がするのだから単純なものを繰 り

返すだけの ものもある。例えば, 盆踊 りはひとつ

のフレーズの動作の繰 り返 しだけで作られている

が, それを少 し複雑にした風流踊 りは3種 類 くら

いのフレーズで繰 り返 しをいれて構成されている, 

それに対 して綾子舞や小河内の鹿島踊 りなどの初

期の歌舞伎踊 りと考えられているようなものは, 

動作のフレーズを繰 り返さないというような意識

で構成されているように見受けられる。

民俗舞踊, 古典舞踊 という言葉では単純 に分け

るのもまだ早い。今の時点では民俗芸能になって

いるが, もともとは民俗芸能ではなかったものも

あるのだから, 伝統舞踊という観点から言及 した

方がよいと思う。当分は民俗芸能とかに分離 しな

いで考えていきたい。

石井かほる: 

実際, 私は舞踊芸術 をやっているという意識は

ない。芸術と芸能の間について深 く考えたことも

ない。 このテーマを与えられて考えてみると, 高

橋 さんがおっしゃったように芸能というのはエ ン

ターテイメントの要素が非常に多 く, とにかく楽

しい。素人でも理解できる, また同時に参加でき

る。それに対 して芸術 というのは, どういう訳か

大衆文学と純文学という分け方があるように, 芸

能よりいささか上等で, もったいぶっていて, 真

面目である, とそんな風に分けられると思う。そ

して芸能の方は, これがなくなるといろんなこと

に支障を来すと思 うのですが, 芸術 というのは, 

それがな くても生 きていかれないという訳ではな

いし, 支障をきたさない, なにか無形のものでは

ないかという気がする。 もう一つの見方をすると, 

芸能 というのは日常 と深い関係のあるもの, その

反対に芸術 というのは, 日常生活を一度切 り離 し

てそこにあるメンタルなものを切 り開いてい く, 

そういった作業が芸術 といえるのではと思う。

1971年 に, ニュー一ヨークでいわゆる振付家会議

というものがあり, 世界中のバ レエの振付家, モ

ダンダンスの振付家, アフリカ圏や韓国など第三

世界の民族舞踊の指導者などいろいろなジャンル

の方々がたくさん集まった。その時, バレエ出身

者は, 著作権の問題, バレエ団が生き残ってい く

ためにはどうしたらいいか, ダンサーの問題等, 

非常に西洋側に片寄った見方で討論 されていた。

著作権の問題が出た時に, アフリカ圏やアジアの

人たちか ら, ベジャールにしろマーサ ・グラーム

にしろ, アジアのいろいろなものを勝手に持って

いって, 勝手に上演 しているのはどう考えるべ き

か, ということを提議 された。問題点はいわゆる

芸能, 民族舞踊そういうものから切 り離したメン

タルな作業がなされない限 り, あ りのままの芸能, 

そのままのコピーという形で考えていかなければ

ならないとそのとき思った。私たちがモダンダン

スをつ くる場合に, いわゆる伝統芸能, 民族舞踊

の形をコピーするとき, 技術 とか方法論だけをま

ねすればいいことだが, 本当に伝統芸能を理解す

ること, そしてそれを理解できた上で自分の現在

あるメンタルなものとつなげてい く必要がある。

私がそういうことで実際作品をつ くっていく段

階でぶつかっていることに, たとえば音楽ひとつ

にしても, 私たちはヨーロッパの音楽の教育をた

いへん受けており, それが体の中に染み込んでい

る。 ヨーロッパの音楽を流されれば, 古典から現

代音楽, ラップ音楽まで, か らだはリズムをとら

えることができる。 しかし, 実際自分たちの周 り

にあるものには, 大 きな驚 きととまどいがある一

方で, 私たちの持っている風土 とか, 血, DNA

作用が非常にスムーズに自然に働いているという

驚きがある。この一月の舞台で子供たちを使った

が, 歌を知 らない世代でもなんの抵抗 もなく素直
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に歌って くる。その逆に, 日本的とは違う, アジ

ア的な旋律を持っているものをダンサーにぶつけ

てみると, 一生懸命 コピーするが2, 3日 経つ と, 
ベルカント唱法になってしまいどうしても直らな

い。1カ 月あ とにはついにオペ ラ歌手 のように

歌っている。そうい う面は風土, 自分たちの生 ま

れ, 育ち方が大きく影響する。それと同時に, 前

に一度, ダンサーを4拍 子のリズムをカウントし

ながら走らせたことがある。その時, 最初はワン, 

ッー, スリー……と カウントしていたが, 途中か

らいち, にい, さん, しい……と 変えた途端, 走

れない, 跳べない, 体が止まってしまう。いち, 

にい, さん, しい……と いう言葉が持っている逆

流するリズムが体が阻止 して しまうということが

わかった。私たちはいち, にい, さんという時は, 

二拍子のどの拍 も押 し付け踏み込むリズムを取っ

ているが, それをワン, ツー, ス リーでカウント

するときは, リズムとリズムの間に吸い込む作用

が働 き, からだを踏みあげることが出来るのでは

ないかと思 う。

もう一つ, 私は今, 沖縄舞踊 を少し, か じりか

けているのですが, 沖縄舞踊が欧米のダンスより

ずっと難 しい。三味線の音 と音の間に一つのアク

ションが入るが全 くつかめない。聞き慣れた洋楽

では動けるからだが, 沖縄の音楽には入 りこめな

い, というか, 今まで聞いたこともない本当に新

しい音楽に接 しているという経験をした。これは, 

自分たちの持って生まれてきた風土 とか伝統など

を全て包括 したところで芸能 というのがあって, 

自分たちで今の視点で何かをそこに結びつけたい

と思ったら, そこへ本当に入 りこむこと, 形とか

技法とかうわべだけのものでは本当の芸能一芸術

が生きてこないのではないか。

日常的なものから, メンタルなものへの核を通

過 して, またさらに日常的なものへ還るという純

粋作業を今後 も続けてゆきたいと思っています。

合田成男: 

まず, 私が舞踊 とどういう関係をもって, 27年

間つきあってきたかというところから入っていき

たい。
一言で言えば, 私は生 きていきたいといつ も考

えてきた。舞踊を見ることは, 私が生 きている時

間であるというような, 結び付 きのもとに, 過ご

してきた。そ して, 舞踊の方にも生きていってほ

しい。生きるという問題と, 直接的でも間接的で

も, 切実である舞踊をいつも求めてきた。その結

果, 私の好み如何 に関わらず, 私の前 に, そうい

う関係 を持ちうる一っのジャンルとして現れてき

たものに, 一般に前衛 といわれるある現れ, それ

からもう一つは, 芸能という, 二つの突端があり, 

そのふたつの中に, 明らかに, 生 きるもしくは, 

生 きているもののある現れ, というようなものが

あるように思 う。そこで, その二つの両極端を, 

あえて分けてみると, まず前衛 といわれる現れの

中には, 一つの主張あるいはその人自身というも

のが全 く孤独にあり, その人がいな くなれば, そ

うすると全部なくなってしまう。はっきり死ぬと

いうようなことが起きてしまうのが一番左の端の

現れだろうと思う。一方の芸能の方にはそれらあ

る一人の全 く個人的な主張がない。 ごくわずかな

私の経験からの印象からとしていえば, それは個

人的な主張というものではなく, 長い時間と決め

られた空間など非常に不特定なたくさんの条件か

ら成 り立っている, そういう性格があるように思

う。 ここで前衛 を芸術 というものに置き換えると, 

ただ芸能と芸術があるのではな く, その両方の中

に生 きている一つの形があり, 明らかに芸術の中

には個人的な生 き方 とそれと調和 したものがある

として, 芸能の方にはその非常にたくさんの条件

の中の自分は一つの条件だというような, そうい

う一つの生 きている形がある。両方に共通 してあ

るのは, ある生 きている形ということ。結局, 芸

能の方の長い時間もちこらえてきたという意味で

の生き方, それが任されてお きなが ら決 して自分

の主張を入れていない, それでいてあることをひ

たすら長 く続けてきたという生き方, そ して一方, 

どうなるかわからないけれどとにか く生きて体験

したことを自分の中から出してみようという, 形

か らは対照的であ りながら一つの真実を持ってい

る。私の芸術か芸能かという問題は崩壊 していて

どっちに入るというのでなく, むしろ私の立場か

らいえば芸術, 芸能 ともそういう生 き方をする点

で際立っている。舞踊 という全体の中で非常にい

い作用をするのだと考えている。

*こ の原稿は記録テープをもとにして, このたび

新たに作成 したものです。(文 責: 吉川周平)
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